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本研究プロジェクトの目的と主要構成員

平成26年度の研究活動及び主な成果

優れた特性を持つ超伝導物質は、線材への応用によっ
て送電のロスがなくなることや、電気エネルギーの貯蔵
が可能になるため、省エネルギーや、低炭素社会の実現
に向けての大きな貢献が期待できる。また、超伝導磁石
はMRIなどを始めとして様々な産業機器に利用されてお
り、大変有用である。2008年に発見された鉄系超伝導体

の発見を契機に、世界中で新規超伝導体の研究がなさ
れており、本国はその中でも最先端を走っている。

しかしながら、これまで報告された超伝導体は超伝導
転移温度が低い、希少金属を用いているなどの問題点
があり、産業利用するに資する超伝導体の開発が望ま
れる。

本研究ではこのような次世代型の新規超伝導体の開
発を行うとともに、物質探索の過程で発見され得る、磁性
体、誘電体、電極材料などの新しい機能材料も本研究の
目的に含める。
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Li, Na およびTHFなどの溶媒

FeSe Bi2Te3

La2CuO4

超伝導物質と類似構造をもつ新物質 Zr2Ti2As2Hx の合成
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(Pn = As, Sb, Bi)

ビスマス化物における新規超伝導の探索
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Bi2- は half bond を形成
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通常のBi2-―Bi2- より
長い結合 (3.020 Å)

奇異なBi2-一次元鎖を有する新規ビスマス化合物
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アルカリ金属および有機溶媒分子が
共挿入された新規物質の合成
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